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事業報告書

自  令和 5 年 4 月 1 日
至  令和 6 年 3 月31日

おかげさまで70周年。

これからも、人と未来をつなぐ。



ごあいさつ

組合員の皆さまにおかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

また、平素は温かいご支援ご協力を賜り、心より厚くお礼申し上げます。

ここに第70期（令和５年度）の事業の概要についてご報告申し上げます。

令和５年度は「第九次中期経営計画（令和４年度～６年度）の中間年度にあたり、前期に引き続き「組合員に対す

る最大限の支援」、「誇りと働きがいの醸成」及び「責任感と変革の意欲に満ちた組織づくり」を経営基本方針に掲

げて運営してまいりました。

まず、事業者支援といたしましては、業況モニタリングの一層の充実を図り、経営改善計画の策定支援など最適な

ソリューションの提供に努めたほか、「いせさき創業塾」を開講し創業支援にも注力いたしました。また、重要な取

引基盤である後援会組織（あかぎクラブ・健山会）については、交流会等による再活性化に加え、ＳＮＳの活用によ

る付加価値や親密度の向上にも取り組みました。そのほか、当年度は個人ローンも営業活動の柱の一つに据え、商品

の開発・改良を行いながら、個人の生活設計や家計に対する支援も行いました。

組織に対する取り組みとしましては、組合として初となる預金特化店舗の設置とともに店舗のグルーピング（一体

管理）を導入するなど店舗網や人員配置の最適化に向けた施策の展開のほか、出資証券の不発行化を導入するなど業

務の効率化・事務の軽量化を図りました。今後とも想定外の事象に溢れ方向感を見出せない経営環境下ではあります

が、何事にもしなやかに適応し逆境にも負けないレジリエンス（復元力・回復力）経営を目指してまいります。

昨年度の金融経済環境は、新型コロナウイルスの５類移行に伴い社会活動が正常化し、個人消費の持ち直しや企業

収益の改善等を踏まえ、全体として景気は緩やかに回復しているとされてきました。しかしながら、私どもの主要取

引先である中小・小規模事業者に目を向けると、原材料及びエネルギー価格の高止まりや、人手不足による人件費等

のコスト増加に見合う十分な価格転嫁を行えない事業者も少なくなく、倒産件数の増加にみられるように厳しい経営

環境が続いていると認識しております。

令和５年度の業績として、貸出金残高はいわゆる「ゼロゼロ融資」の返済等が重しとなり、前期比33億10百万円減

少の911億61百万円になりました。預金残高は法人預金の積み上がりにより10億91百万円増加し、組合創立以来最高

（期末残高）の1,270億7百万円となりました。

収益面においては、本業による利益をあらわすコア業務純益は貸出金利息の増収等により前期比24百万円増加の4億

66百万円となりました。また、貸出先の倒産等に対応する償却・引当は相応に行ったものの一般貸倒引当金の取崩等

等もあり与信費用は65百万円程度に収まった結果、経常利益は3億96百万円、当期純利益は3億6百万円となりました。

なお、特別損失として固定資産の減損会計にかかる減損損失を52百万円計上しております。

健全性の指標につきましては、自己資本比率は前期比0.02pt低下の7.44%に、不良債権比率は前期比0.44pt低下の

3.99%にそれぞれなりました。

事業の展望として、事業者支援のフェーズはコロナ禍における資金繰り支援から経営改善・事業再生支援へと移行

しており、当組合においてもその点を確り認識し、より緊密なコミュニケーションをもとに、信用保証協会、他の金

融機関、及び各方面の専門家とも連携を図り適切に対応してまいります。

そのうえで、令和６年度は組合創立70周年という節目の年にあたることから、各種の周年記念事業を幅広く展開し

てまいります。それらは組合員の皆さまからのご支援や地域からの信頼に対するこれまでの感謝を表すための事業で

あると同時に、「これからも人と未来をつなぐ。」のスローガンのもと、これを機会とした新しい関係づくりや地域

の未来づくりなど、この先の将来に向けた事業でもあり、大変重要な年度であると認識しております。

当組合といたしましては、厳しい経営環境が続く取引先事業者の成長や事業継続に資することが最大の役割である

と認識しておりますが、令和６年度からはその最前線たる渉外係の体制を再構築し、支援態勢の充実を図っておりま

す。このことは喫緊の課題である事業者支援への対応策であるとともに、職員の活躍や成長に資する環境づくりとし

ても、組合の持続可能性に関わる重要な課題であると認識しております。加えて、各種システムの導入による利便性

の向上・業務効率化など、時代の変化に即した対応にも取り組んで行く所存であります。また、昨今は数十年ぶりの

金利上昇を迎えております。この環境の変化は、組合員の皆さまとの取引関係に留まらず、組合の財務面への影響も

あることであり、これに適切に対応してことも重要な課題のひとつであります。さらに、今日の社会的な要請でのあ

るマネー・ローンダリングやサイバーセキュリティへの対応についても適切に取組んで行きたいと考えております。

今後とも格別のご理解と更なるご支援ご協力を賜りますよう心からお願い申し上げます。

以 上

令和6年6月

理事長



第70期  （令和6年3月31日現在） （単位：千円）

　  金　額　   　金　額　

1,987,129 127,007,507

33,041,572 830,562

18,973,118 55,104,986

3,728,550 3,396

499,820 227,094

9,374,120 64,482,112

66,640 6,123,157

128,325 236,196

4,665,903 11,800,000

509,759 11,800,000

91,161,416 370,443

260,089 46,712

4,953,389 39,153

80,781,628 2,018

5,166,308 4,563

903,825 56,481

34,318 91,945

507,000 104,934

10,860 24,633

112,601 73,133

239,044 798

1,305,481 1,557

510,664 44,007

711,954 66,399

82,863 83,285

65,660 61,212

48,761 139,508,344

16,898

74,203 3,418,230

61,212 2,418,230

1,000,000

△1,687,541 ） 1,000,000

1,000,000

1,301,268

865,000

436,268

当 期 未 処 分 剰 余 金 436,268

5,719,498

119,336

217,710

337,046

6,056,545

利 益 剰 余 金

普 通 出 資 金

△2,008,731

そ の 他 利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

貸 倒 引 当 金

資 本 剰 余 金（うち個別貸倒引当金）

資 本 準 備 金

145,564,889資産の部合計 145,564,889

組 合 員 勘 定 合 計

負債及び純資産の部合計

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

純 資 産 の 部 合 計

土 地 再 評 価 差 額 金

その他有価証券評価差額金

未 収 収 益

優 先 出 資 金

債 務 保 証 見 返

出 資 金前 払 年 金 費 用

繰 延 税 金 負 債

ソ フ ト ウ ェ ア 負 債 の 部 合 計

そ の 他 の 資 産

賞 与 引 当 金

再評価に係る繰延税金負債

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

（ 純資産の部 ）

債 務 保 証無 形 固 定 資 産

建 物

土 地

その他の有形固定資産

有 形 固 定 資 産 睡眠預金払戻損失引当金

偶 発 損 失 引 当 金

その他の無形固定資産

前 払 費 用

未 決 済 為 替 借

借 用 金

全 信 組 連 出 資 金

未 決 済 為 替 貸

貸 出 金

そ の 他 の 証 券

そ の 他 の 預 金

割 引 手 形

手 形 貸 付

未 払 法 人 税 等

職 員 預 り 金

前 受 収 益

払 戻 未 済 金

当 座 貸 越

そ の 他 資 産

未 払 費 用

給 付 補 塡 備 金証 書 貸 付

そ の 他 の 負 債

科　　　目

（ 負債の部 ）

有 価 証 券

国 債

現 金 預 金 積 金

（ 資産の部 ）

預 け 金 当 座 預 金

貯 蓄 預 金

科　　　　目

普 通 預 金

通 知 預 金地 方 債

社 債

そ の 他 負 債

外 国 証 券

株 式

投 資 信 託

定 期 積 金

定 期 預 金

当 座 借 越

貸借対照表

（



第70期  （令和5年4月1日から令和6年3月31日まで） （単位：千円）

金   　額
  経常収益

  資金運用収益 1,842,886       
  貸出金利息 1,594,236       
  預け金利息 35,108       
  有価証券利息配当金 184,738       
  その他の受入利息 28,802       

  役務取引等収益 156,295       
  受入為替手数料 42,854       
  その他の役務収益 113,440       

  その他業務収益 32,676       
  国債等債券売却益 9,622       
  国債等債券償還益 8       
  その他の業務収益 23,044       

  その他経常収益 174,109       
  貸倒引当金戻入益 92,261       
  償却債権取立益 57,574       
  株式等売却益 5,069       
  その他の経常収益 19,204       

  経常費用
  資金調達費用 11,713       

  預金利息 10,168       
  給付補塡備金繰入額 1,029       
  借用金利息 -       
  その他の支払利息 515       

  役務取引等費用 99,202       
  支払為替手数料 15,304       
  その他の役務費用 83,898       

  その他業務費用 79,154       
  国債等債券売却損 74,598       
  国債等債券償還損 3,690       
  その他の業務費用 865       

  経費 1,443,908       
  人件費 886,077       
  物件費 506,594       
  税金 51,236       

  その他経常費用 175,006       
  貸倒引当金繰入額 -       
  貸出金償却 139,719       
  株式等売却損 2,313       
  その他の経常費用 32,973       

  経常利益
  特別損失

  固定資産処分損 3,864       
  減損損失 52,134       

  税引前当期純利益
  法人税、住民税及び事業税 4,563       
  法人税等調整額 30,361       
  法人税等合計
  当期純利益
  繰越金（当期首残高）
  土地再評価差額金取崩額
  当期未処分剰余金

科　　　　目

396,983   
55,999   

340,983   

34,925   
306,058   
171,733   

△ 41,523   
436,268   

2,205,967   

1,808,984   

損益計算書



第70期  （令和5年4月1日から令和6年3月31日まで） （単位：円）

　金　　　額　
    当期未処分剰余金 436,268,644
    積立金取崩額 0

     計 436,268,644
これを次のとおり処分します

    利益準備金 30,700,000
    普通出資に対する配当金

（年0.50%）
    普通出資に対する配当金

（令和4年度分 年0.50%）
    優先出資に対する配当金

（年0.59%）
     計 54,686,826

    繰越金（当期末残高） 381,581,818

会    長

理 事 長

常務理事

常勤理事

常勤理事

理    事

理    事

理    事

理    事

理    事

    上記各項を監査し、その正確妥当なることを認めます。

令和6年6月

常勤監事

監    事

監    事

員外監事

会計監査人による監査

科　　　　　　目

小 林 正 弘

坂 口 博 樹

  当組合は、「協同組合による金融事業に関する法律第5条の8第3項」に基づき、東光
監査法人による会計監査を受けており、本計算書類は適正と認められております。

12,185,461

1,365

11,800,000

星 野 幸 一

斎 藤 貴

高 橋 弘 幸

小 内 孝 夫

藤 倉 眞

茂 木 実

光 山 喜 一 郎

五 十 嵐 清 隆

阿 久 津 佳 正

小 林 德 司

清 水 博 志

臂 泰 雄

剰余金処分計算



◎ 第70期通常総代会に関する事項
令和6年6月25日 第70期通常総代会を開催し、原案の通り承認可決されました。
報告事項

報告第１号 第70期計算書類及び事業報告の件

報告第２号 誤った組合員除名報告の件

議案事項
議案第１号 第70期剰余金処分（案）承認の件

議案第２号 第71期事業計画及び収支計画（案）承認の件

議案第３号 総代選挙規約の改定承認の件

議案第４号 役員報酬限度額承認の件

議案第５号 組合員除名承認の件

議案第６号 役員の定年延長承認の件

議案第７号 監事補充選任の件

◎ 第69期庶務の概要
１．重要会議に関する事項

①総代会 令和5年6月27日 第69期通常総代会を開催

②理事会 当期中5回開催、業務執行上の諸案件を審議

③監事会 当期中6回開催、監査上の諸案件を審議

２．主な登記に関する事項
令和5年4月10日 出資総口数および払込済出資総額の変更登記

令和5年11月13日 土地区画整理による主たる事務所の所在地変更登記

      同上

３．主な庶務事項
令和5年4月1日 令和5年度新入職員入組式並びに辞令交付式

令和5年6月21日～22日 世界遺産『白川郷と北陸・信州』２日間の旅（ジョイアス旅行会）
令和5年7月20日 信組の絆ふれ愛観劇会 明治座創業150周年記念 梅沢富美男劇団（連携信用組合）

令和5年9月1日～7日 しんくみの日週間活動（地域の清掃活動実施､献血活動協力実施､花の種進呈等）

令和5年11月1日 沼田地区総代情報交換会
令和5年11月2日 伊勢崎地区総代情報交換会
令和5年11月8日 東毛地区総代情報交換会
令和5年11月9日～10日 伊豆・箱根満喫2日間の旅（ジョイアス旅行会）
令和5年11月28日 伊勢崎営業部総代情報交換会
令和5年12月6日 前橋地区総代情報交換会
令和6年1月19日 ピーターパンカード寄付金贈呈式

令和6年2月21日 新春観劇ツアー「劇団四季アラジン」
令和6年3月22日 ピーターパンカード寄付金贈呈式

４．その他事項
（主な後援会活動）

令和5年4月21日 あかぎクラブ前橋・沼田地区しんくみの集い（手嶋龍一講演会）

令和5年10月4日 あかぎクラブ前橋・沼田地区チャリティーゴルフコンペ

令和5年10月16日 あかぎクラブ伊勢崎地区チャリティーゴルフコンペ

令和5年10月20日 あかぎクラブ東毛地区チャリティーゴルフコンペ

令和5年11月24日 あかぎクラブ健山会全地区合同交流会（山口義行講演会）

令和6年3月8日 あかぎクラブ東毛地区しんくみの集い（森永康平講演会）

令和6年3月27日 あかぎクラブ伊勢崎地区講演会（舞の海秀平講演会）

（地域への参加）

令和5年5月20日より 軽トラ朝市参加 （5/20、6/17、10/21、11/18、3/16）

令和5年9月23日～24日 いせさきまつり大抽選会応援

令和5年11月17日～18日 伊勢崎商工会議所青年部主催WORKWORKフェス参加

（年金相談会）

当期中24回開催

民間公益活動を促進するための休眠預金等に係る資金の活用に関する法
律第3条第1項に基づく電子公告のＵＲＬの変更登記

庶務の概要


